



























深川由起子教授（東京大学）「日韓 FTA と東アジア経済統合」 
 安秉直教授（福井県立大学）「破綻した北朝鮮経済改革の営繕－7.1 経済管理改善措置－」 
日時 ２月１０日(木)午後 2:00-  
会場 経済学研究科総合研究棟 ８階リフレッシュル－ム 
参加を希望される方は、堀(hori@econ.kyoto-u.ac.jpあるいはFAX:075-753-3499)までご一
報ください。 














[Ⅰ] 2 月 19 日 14:00-18:00  講演会(一般向) 終了後懇親会開催 
[Ⅱ] 2 月 20 日 9:30-17:00  研究会(学術志向)  













係で当市には歓迎会をセットいただけることとなっています。また、協力会参加企業も 2 社訪問いたします。 
ご 希 望 の 方 は 、 大 森 (tel/fax: 0798-74-3000) な い し 大 西 (ohnishi@econ.kyoto-u.ac.jp な い し
fax:075-753-3492)まで 2 月中旬までにご連絡ください。 
日程 2005 年 3 月 24-29 日 5 泊 6 日 
参加費 180,000 円前後(四つ星級以上のホテルを予定) 
訪問先 
３月２４日(木) 関空から ANA 便で杭州へ 到着後直接紹興へ 開発区および協力会会員企業漬新さんを
訪問、開発区からの歓迎会 紹興泊 
３月２５日(金） 紹興市内の酒造工場見学、魯迅博物館、蘭亭など訪問。 紹興泊 
３月２６日(土） 寧波市へ移動 木下電子提携工場および開発区を訪問 
３月２７日(日） 寧波の港湾施設見学と天童寺、阿育王寺訪問  午後移動で杭州へ。 杭州泊 
３月２８日(月） トーセ株式会社=京都商工会議所杭州事務所および淅江大学、さらに西湖、岳廟、浄慈
寺見学 杭州泊 
３月２９日（火） 開発区訪問 ANA 便で帰国 
「股割れズボン」と「ごろごろ」の文化摩擦 
井出晃憲 
 こちらに来た当初、気になったことがある。それは、妻の実家では子供のオシッコやウ
ンチを家の床にさせていることだ。新聞紙などもひかずにそのまま。もちろん後でモップ
や雑巾で掃除するのだが、どうも非衛生的な気がしたのだ。日本と違って、中国では室内
でも履物を履いて過ごすというような表面的な風習の違いではなく、もっと根本的な床に
ついての観念が違うんじゃないか。 
そう思って辞書で調べてみた。すると、外の地面は「地」、建物の床も「地」、寝る台が
「床」だった。寝る台はつまりベッドのこと。日本ではベッドは近代以降に入ったものだ
から外来語しかないのだろう。「寝台」という言葉はあるけれど、「寝台車」くらいにしか
使わないし。それなら漢語にも「卧铺」という語があって、その語はやはり「卧铺车」く
らいにしか使われない。だから「寝台」と「卧铺」はイコールと考えていいみたい。さて、
「地」と「床」に話を戻すと、外の地面については「地」で同じだけれど、室内に関して
は漢語と日本語で一段ずれていることがわかる。だから、建物の床は外の地面と同じもの
という観念なのだろう。 
さてここで、「股割れズボン」（「开裆裤」）の登場だ。なぜ床に排泄するかと言えば、中
国の小さな子はたいてい股の部分が開いたズボンを穿いていて、脱がずにそのまま用を足
せるからだ。ある意味これは大変便利なものだ。うちの子も、寒い季節は下にオムツをす
るけれど、夏場はお尻まる出しだ。これまでも、路上でそういう子を見かけたし、ちょう
ど用を足している場面にも何度か出くわした。特に女の子のときは目のやり場に困ったな
あ。しかしながら、これまでの目撃は戸外だけで、家の中でどうしているかまでは知らな
かった。我が家の例を含め身近な人達への聞き取りだけなので、もちろん一般化はできな
いけれど、外の地面は家の中にまで延長されて、「股割れズボン」の効用も屋内外両方で通
じるもののようだ。 
 ところで、僕はごろごろするのが大好きだ。床の上に寝転んで、テレビを視たり何か読
んだりぼうっとしたりする。北京に来てからは、居間に小さな敷物を敷き、その上でごろ
ごろしている。すると妻は、「そんなところでごろごろしないで、ベッド（漢語での「床」）
に行きなさい」と言う。だけどベッドの上じゃ感じが出ないんだよな。自分にとってあそ
こは眠る場所で、ごろごろする場所じゃない。辞書で「ごろごろ」の漢語訳を探すと、「醒
着躺在床上」という例文しか出てこない。やっぱりごろごろはベッドの上でするものなの
か。試しに人に聞いてみると、敷物の上であっても床（漢語での「地」）でごろごろする人
はいなかった。「北の地方の田舎ではオンドル（「炕」）の上で皆ごろごろします。」と言う
人はいた。でも、あれも床とは段差があるし、ごろごろする際に暖房が不可欠というわけ
でもないし。まあ今のところは、自分の小さな敷物を「ごろごろ」の縄張りとして確保し、
子供が「股割れズボン」の割れ目から出すモノとは棲み分けて、両者の衝突を回避してい
る次第だ。 
最近では、中国的な床（漢語での「地」）の感覚にも慣れてきて、子供の排泄も気になら
なくなった。オムツをしないほうが赤ちゃんのお尻の肌に良いとの説も聞くし。ともかく
子供が元気に育ってくれるのが一番だ。モンゴルでは、子供が悪魔に目を付けられないよ
うに、わざとおかしな名前を付けることがある。例えば「バース（うんち）」とか。うちの
子は宇帆（ウハン：モンゴル語で「賢さ」の意）という良い意味の名前なのだけれど、別
の意味でも良かったと思う。それで、子供が床にやっちゃったときにはこんな風に歌って
いる。 
「♪ウー君のウーはうんちのウー♪」。 
